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石
田
農
水
部
会
長

　

か
つ
て
な
い
米
価
下
落
が
収
穫
の
秋
を
迎
え
た
生
産
現
場
を
直
撃
す
る
中
、
全
国
農
業
協
同
組
合

中
央
会
（
Ｊ
Ａ
全
中
、
茂
木
守
会
長
）
主
催
の
全
国
代
表
者
集
会
が
10
月
19
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
。

　

日
頃
よ
り
公
明
党
に
温
か
い
ご
理
解
、
ご

支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
は
衆
院
選
、
昨
年
は
参
院
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
衆
院
選
の
結
果
、
政
権
交

代
は
し
た
も
の
の
現
政
権
は
内
政
外
交
と
も

に
課
題
を
解
決
で
き
ず
、
迷
走
に
つ
ぐ
迷
走

を
重
ね
て
い
ま
す
。
何
の
た
め
の
政
権
交
代

だ
っ
た
の
か
、
こ
の
思
い
が
支
持
率
の
大
幅

な
低
下
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
政
選
挙
は
政
権
選
択
、
政
権
評
価
の
選

挙
で
す
が
、
本
年
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
は

ま
さ
し
く
生
活
選
択
の
選
挙
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
達
の
身
近
で
真
剣
に

考
え
、
動
き
、
働
い
て
く
れ
る
人
が
求
め
ら

れ
る
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。

　

公
明
党
は
結
党
以
来
、
地
域
の
「
一
人
の

声
」
か
ら
県
・
国
を
動
か
し
数
多
く
の
政
策

を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
公
明
党
に
は
全
国

で
３
０
０
０
名
の
議
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。
私
達
は
、
今
ま
で
以
上
に
動
き
、

働
き
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

衆
議
院
議
員　

石
田 

祝の
り
と
し稔

ご
挨
拶

JA 全中の集会であいさつする石田祝稔農林水産部会長

　

こ
れ
に
は
公
明
党
か
ら
石
田
祝
稔
・
農
林
水
産
部

会
長
（
衆
院
議
員
）
が
出
席
し
、
コ
メ
緊
急
需
給
調

整
対
策
の
早
期
実
施
を
政
府
に
求
め
る
考
え
を
力
説

し
た
。

　

集
会
で
は
、「
米
の
需
給
・
価
格
安
定
と
万
全
な

所
得
補
償
の
実
現
に
関
す
る
集
会
宣
言
」
を
採
択
し

た
。

　

ま
た
、
政
府
が
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
の
参
加
検
討
を
表
明
し
た
こ
と

に
反
対
す
る
特
別
決
議
も
採
択
さ
れ
た
。

　

公
明
党
農
林
水
産
部
会
の
石
田
祝
稔
会
長
は
11
月

10
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加

に
対
し
日
本
の
食
を
守
る
緊
急
全
国
集
会
」（
Ｊ
Ａ

全
中
な
ど
主
催
）
に
出
席
し
、「
皆
さ
ん
と
思
い
を

同
じ
く
し
て
頑
張
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

石
田
部
会
長
は
、
農
業
や
漁
業
の
将
来
展
望
を
あ

い
ま
い
に
し
た
ま
ま
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る
方
針
を
決
め

た
政
府
の
対
応
を
「
私
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
強
調
。

今
年
３
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
で
食
料
自
給
率
50
％
を
め
ざ
す
目
標
を

掲
げ
て
お
き
な
が
ら
、
今
回
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
伴
う

関
税
撤
廃
で
14
％
ま
で
落
ち
込
む
試
算
を
示
し
、
そ

の
差
を
埋
め
る
対
策
を
明
示
で
き
な
い
政
府
を
糾
弾

し
た
。

　

さ
ら
に
、
石
田
部
会
長
は
「
第
１
次
産
業
、
特

に
農
業
は
生
命
維
持
産
業
だ
。
今
ま
で
以
上
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約

３
０
０
０
人
の
農
林
漁
業
者
に
連
帯
の
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

Ｊ
Ａ
全
中
の
集
会
で
石
田
部
会
長 

● 

２
面
に
あ
い
さ
つ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
日
本
の
食
を
守
れ

～
緊
急
全
国
集
会
で
あ
い
さ
つ
～

米
価
下
落
へ
の
歯
止
め
を
急
げ
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食
料
自
給
率 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
14
％
に

　

50
％
目
標
と
の
矛
盾
を
追
及

衆
院
農
水
委
で
石
田
議
員

　

11
月
5
日
の
衆
院
農
林
水
産
委
員
会
で

公
明
党
の
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
、
環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
政
府
の
見
解
を

た
だ
し
た
。

　

こ
の
中
で
石
田
衆
院
議
員
は
、
関
税
撤

廃
を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本
が
参
加

し
た
場
合
、
食
料
自
給
率
が
現
在
の
40
％

か
ら
14
％
に
低
下
す
る
と
い
う
農
林
水
産

省
の
試
算
に
言
及
。
一
方
で
、
政
府
は
食

料
自
給
率
を
今
後
10
年
で
50
％
に
す
る
こ

と
を
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

に
明
記
し
、
今
年
3
月
に
閣
議
決
定
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、「
二
律
背
反
の
話
だ
」

と
批
判
し
た
。
そ
の
上
で
、
石
田
議
員
が

目
標
の
50
％
と
試
算
の
14
％
の
差
を
埋
め

る
具
体
策
を
示
す
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、

鹿
野
道
彦
農
水
相
は
「
国
内
対
策
も
含
め

て
検
討
し
て
い
る
」
と
逃
げ
た
。

　

さ
ら
に
石
田
議
員
は
、「（
貿
易
自
由
化

と
）
農
業
再
生
と
の
両
立
が
大
事
」
と
言

う
だ
け
で
具
体
策
を
示
さ
ず
、
来
週
に
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
む
貿
易
自
由
化
の
基
本
方
針

を
閣
議
決
定
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
拙
速

な
対
応
を
糾
弾
し
た
。

地
域
の
医
療
拠
点
守
っ
て

病
院
存
続
で
要
望
受
け
る　

高
知
市

　

公
明
党
の
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
こ
の

ほ
ど
、
高
知
市
の
「
厚
生
年
金
高
知
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
を
訪
れ
、
同
病

院
の
存
続
に
つ
い
て
桑
原
和
則
院
長
や
存

続
を
求
め
る
住
民
グ
ル
ー
プ
と
意
見
交
換

し
、
要
望
を
受
け
た
。
こ
れ
に
は
池
脇
純

一
県
議
、
中
野
城
久
・
高
知
市
議
も
同
席

し
た
。

　

厚
生
年
金
病
院
、
社
会
保
険
病
院
は
、

当
面
の
暫
定
的
な
運
営
主
体
と
し
て
独

立
行
政
法
人
「
年
金
・
健
康
保
険
福
祉

施
設
整
備
機
構
（
Ｒ
Ｆ
Ｏ
）」
の
存
続
が

２
０
１
２
年
9
月
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
は
未
決
定
の
状
態
だ
。

　

席
上
、
桑
原
院
長
は
、「
今
後
の
存
続

が
展
望
し
が
た
い
状
況
に
あ
り
、
地
域
住

民
と
職
員
は
強
い
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
る
地
域
で
の
医
療
実
績
な
ど

も
踏
ま
え
て
ほ
し
い
」
と
強
調
。
住
民
グ

ル
ー
プ
代
表
の
岡
田
達
明
さ
ん
も
、「
高

齢
者
の
多
い
地
域
の
健
康
拠
点
と
し
て
欠

か
せ
な
い
施
設
」
と
存
続
を
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
石
田
議
員
ら
は
「
地
域

に
と
っ
て
病
院
施
設
の
必
要
性
な
ど
を
考

慮
し
て
、
ど
う
い
う
存
続
の
仕
方
が
で
き

る
の
か
。
要
望
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
尽
力

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

経
営
安
定
化
で
支
援
を

井
上
幹
事
長
ら
Ｊ
Ｒ
か
ら
要
望
受
け
る

　

公
明
党
の
井
上
義
久
幹
事
長
ら
は
11
月

19
日
、
参
院
議
員
会
館
で
Ｊ
Ｒ
３
島
（
北

海
道
、
四
国
、
九
州
）
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
各

代
表
ら
と
会
い
、
経
営
の
安
定
化
な
ど
に

つ
い
て
要
望
を
受
け
た
。

　

こ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
中
島
尚
俊
社

長
は
、
事
業
仕
分
け
で
国
庫
返
納
す
べ
き

と
判
断
さ
れ
た
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整

備
支
援
機
構
の
特
例
業
務
勘
定
の
利
益
余

剰
金
に
つ
い
て
「
鉄
道
を
安
定
的
に
運
用

す
る
た
め
、
経
営
安
定
基
金
の
積
み
増
し

な
ど
に
活
用
し
た
い
」
と
し
、
支
援
を
求

め
た
。

　

井
上
幹
事
長
は
「
し
っ
か
り
対
応
し
た

い
」
と
述
べ
、
整
備
新
幹
線
の
財
源
な
ど

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
考

え
を
示
し
た
。

　

石
田
祝
稔
衆
院
議
員
も
同
席
し
た
。

行
政
書
士
業
務
の
改
善
で
要
望

党
議
員
懇
話
会

　

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
と
行
政
書

士
推
進
議
員
懇
話
会
の
石
田
祝
稔
会
長
は

11
月
26
日
、
参
院
議
員
会
館
で
日
本
行
政

書
士
政
治
連
盟
の
畑
光
会
長
ら
と
会
い
、

行
政
書
士
法
改
正
に
関
す
る
要
望
を
受
け

た
。

　

畑
会
長
は
、
高
齢
者
か
ら
の
多
く
の
相

談
事
例
を
通
し
、
行
政
書
士
が
不
利
益
処

分
を
受
け
た
国
民
に
代
わ
っ
て
行
政
不
服

審
査
の
申
し
立
て
代
理
が
で
き
る
よ
う
、

強
く
改
善
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
石
田
会
長
は
「
進
め
ら

れ
る
も
の
は
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

森
林
資
源
の
有
効
活
用

兵
庫
・
宍
粟
市
で
党
農
水
部
会

　

公
明
党
の
農
林
水
産
部
会
（
石
田
祝
稔

部
会
長
＝
衆
院
議
員
）
は
10
月
25
日
、
兵

庫
県
宍
粟
市
の
「
森
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
構
想
」
の
取
り
組
み
を
視
察
。
石
田
部

会
長
、
赤
松
正
雄
兵
庫
県
本
部
代
表
、
西

博
義
同
部
会
顧
問
（
い
ず
れ
も
衆
院
議

員
）、谷
合
正
明
同
副
部
会
長（
参
院
議
員
）

ら
が
参
加
し
た
。

　

同
構
想
は
、
森
林
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
持
続
可
能
な
地
域
発
展
と
循
環
型

社
会
を
め
ざ
す
も
の
。
石
田
部
会
長
ら
は
、

地
域
の
森
林
所
有
者
が
共
同
経
営
す
る
東

河
内
株
山
共
有
林
を
訪
れ
、
関
係
者
ら
と

意
見
交
換
。
共
同
経
営
者
の
一
人
は
「
共

同
作
業
で
間
伐
な
ど
を
低
コ
ス
ト
化
で
き
、

収
入
確
保
に
つ
な
げ
て
い
る
」
と
語
っ
て

い
た
。
こ
の
後
一
行
は
、
県
産
木
材
供
給

セ
ン
タ
ー
で
素
材
生
産
か
ら
製
品
販
売
ま

で
の
一
貫
し
た
流
通
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し

た
。

石
田
部
会
長
の
あ
い
さ
つ
要
旨

一
、
米
価
下
落
に
つ
い
て
、
大
変
な
危
機
感
を
皆
さ
ん
と
共

有
し
て
い
る
。
公
明
党
は
、
先
日
の
衆
院
代
表
質
問
で
井

上
義
久
幹
事
長
が
米
価
下
落
の
問
題
で
政
府
に
厳
し
く

質
問
し
た
。
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
（
供
給
過
剰
）
が
米
価
下
落

の
一
番
の
問
題
だ
が
、
２
０
１
０
年
産
米
は
26
万
ト
ン
の

生
産
過
剰
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
持
ち
越
し

在
庫
35
万
ト
ン
と
合
わ
せ
50
万
～
60
万
ト
ン
を
ど
う
す

る
か
。
こ
れ
は
11
年
産
に
も
影
響
し
、
コ
メ
の
生
産
数
量

目
標
を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

一
、
持
ち
越
し
在
庫
に
つ
い
て
公
明
党
は
、
棚
上
げ
備
蓄

（
需
給
調
整
で
政
府
備
蓄
米
を
飼
料
用
な
ど
非
主
食
用
で

販
売
す
る
）
の
前
倒
し
や
、
30
万
ト
ン
の
買
い
入
れ
を
実

行
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
て
い
る
。
私
は
国
会
で
「
出
口

対
策
（
需
給
調
整
対
策
）
を
し
な
く
て
よ
い
の
か
」
と
何

度
も
た
だ
し
た
が
、
政
府
は
「
戸
別
所
得
補
償
の
導
入
に

よ
っ
て
需
給
が
引
き
締
ま
る
か
ら
大
丈
夫
、
必
要
な
い
」

の
一
点
張
り
だ
っ
た
。
現
実
に
は
締
ま
っ
て
い
な
い
で
は

な
い
か
。
民
主
党
政
権
は
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。

一
、（
戸
別
所
得
補
償
に
つ
い
て
）
岩
盤
部
分
（
10
ア
ー
ル

当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
を
交
付
す
る
定
額
部
分
）
は
一

定
の
評
価
を
す
る
が
、
大
幅
下
落
の
際
に
交
付
す
る
変
動

部
分
が
全
国
一
律
で
い
い
の
か
。
変
動
部
分
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
再
生
産
価
格
を
補
償
す
る
よ
う

な
体
系
、
ま
た
環
境
支
払
い
が
大
事
だ
と
提
案
し
て
い

る
。
コ
メ
所
得
補
償
の
モ
デ
ル
対
策
を
や
っ
て
も
、
ま
っ

た
く
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
検
証
も
な
い
ま
ま
、
来
年
度

か
ら
本
格
実
施
で
麦
、
大
豆
な
ど
の
畑
作
ま
で
広
げ
る
と

い
う
。
１
兆
円
も
の
予
算
を
本
当
に
確
保
で
き
る
か
も
疑

問
だ
。

一
、（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
）
菅
直
人
首
相
の
所
信
表
明
で
唐

突
に
出
て
き
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
成
功
の
た
め
に
、
こ
れ
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
文
脈
だ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
を
ゼ
ロ
に
す
る

の
が
基
本
的
な
考
え
方
だ
。
日
本
の
農
業
を
守
っ
て
い
け

る
の
か
、
し
っ
か
り
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
は
、
私
は
反
対
だ
。

無策の民主政権を糾弾
棚上げ備蓄前倒し迫る
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９
月
14
日　

北
海
道
芽
室
町
に
て
今
夏
の
記

録
的
な
猛
暑
が
作
柄
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
状
況
に
つ
い
て

聞
く
（
手
前
左
か
ら
）
稲
津
、
石
田
、
西
の

各
衆
院
議
員

食
料
自
給
率 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
14
％
に

　

50
％
目
標
と
の
矛
盾
を
追
及

衆
院
農
水
委
で
石
田
議
員

　

11
月
5
日
の
衆
院
農
林
水
産
委
員
会
で

公
明
党
の
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
、
環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
政
府
の
見
解
を

た
だ
し
た
。

　

こ
の
中
で
石
田
衆
院
議
員
は
、
関
税
撤

廃
を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
日
本
が
参
加

し
た
場
合
、
食
料
自
給
率
が
現
在
の
40
％

か
ら
14
％
に
低
下
す
る
と
い
う
農
林
水
産

省
の
試
算
に
言
及
。
一
方
で
、
政
府
は
食

料
自
給
率
を
今
後
10
年
で
50
％
に
す
る
こ

と
を
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

に
明
記
し
、
今
年
3
月
に
閣
議
決
定
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、「
二
律
背
反
の
話
だ
」

と
批
判
し
た
。
そ
の
上
で
、
石
田
議
員
が

目
標
の
50
％
と
試
算
の
14
％
の
差
を
埋
め

る
具
体
策
を
示
す
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、

鹿
野
道
彦
農
水
相
は
「
国
内
対
策
も
含
め

て
検
討
し
て
い
る
」
と
逃
げ
た
。

　

さ
ら
に
石
田
議
員
は
、「（
貿
易
自
由
化

と
）
農
業
再
生
と
の
両
立
が
大
事
」
と
言

う
だ
け
で
具
体
策
を
示
さ
ず
、
来
週
に
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
む
貿
易
自
由
化
の
基
本
方
針

を
閣
議
決
定
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
拙
速

な
対
応
を
糾
弾
し
た
。

地
域
の
医
療
拠
点
守
っ
て

病
院
存
続
で
要
望
受
け
る　

高
知
市

　

公
明
党
の
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
こ
の

ほ
ど
、
高
知
市
の
「
厚
生
年
金
高
知
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
を
訪
れ
、
同
病

院
の
存
続
に
つ
い
て
桑
原
和
則
院
長
や
存

続
を
求
め
る
住
民
グ
ル
ー
プ
と
意
見
交
換

し
、
要
望
を
受
け
た
。
こ
れ
に
は
池
脇
純

一
県
議
、
中
野
城
久
・
高
知
市
議
も
同
席

し
た
。

　

厚
生
年
金
病
院
、
社
会
保
険
病
院
は
、

当
面
の
暫
定
的
な
運
営
主
体
と
し
て
独

立
行
政
法
人
「
年
金
・
健
康
保
険
福
祉

施
設
整
備
機
構
（
Ｒ
Ｆ
Ｏ
）」
の
存
続
が

２
０
１
２
年
9
月
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
は
未
決
定
の
状
態
だ
。

　

席
上
、
桑
原
院
長
は
、「
今
後
の
存
続

が
展
望
し
が
た
い
状
況
に
あ
り
、
地
域
住

民
と
職
員
は
強
い
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
る
地
域
で
の
医
療
実
績
な
ど

も
踏
ま
え
て
ほ
し
い
」
と
強
調
。
住
民
グ

ル
ー
プ
代
表
の
岡
田
達
明
さ
ん
も
、「
高

齢
者
の
多
い
地
域
の
健
康
拠
点
と
し
て
欠

か
せ
な
い
施
設
」
と
存
続
を
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
石
田
議
員
ら
は
「
地
域

に
と
っ
て
病
院
施
設
の
必
要
性
な
ど
を
考

慮
し
て
、
ど
う
い
う
存
続
の
仕
方
が
で
き

る
の
か
。
要
望
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
尽
力

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

経
営
安
定
化
で
支
援
を

井
上
幹
事
長
ら
Ｊ
Ｒ
か
ら
要
望
受
け
る

　

公
明
党
の
井
上
義
久
幹
事
長
ら
は
11
月

19
日
、
参
院
議
員
会
館
で
Ｊ
Ｒ
３
島
（
北

海
道
、
四
国
、
九
州
）
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
各

代
表
ら
と
会
い
、
経
営
の
安
定
化
な
ど
に

つ
い
て
要
望
を
受
け
た
。

　

こ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
中
島
尚
俊
社

長
は
、
事
業
仕
分
け
で
国
庫
返
納
す
べ
き

と
判
断
さ
れ
た
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整

備
支
援
機
構
の
特
例
業
務
勘
定
の
利
益
余

剰
金
に
つ
い
て
「
鉄
道
を
安
定
的
に
運
用

す
る
た
め
、
経
営
安
定
基
金
の
積
み
増
し

な
ど
に
活
用
し
た
い
」
と
し
、
支
援
を
求

め
た
。

　

井
上
幹
事
長
は
「
し
っ
か
り
対
応
し
た

い
」
と
述
べ
、
整
備
新
幹
線
の
財
源
な
ど

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
考

え
を
示
し
た
。

　

石
田
祝
稔
衆
院
議
員
も
同
席
し
た
。

行
政
書
士
業
務
の
改
善
で
要
望

党
議
員
懇
話
会

　

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
と
行
政
書

士
推
進
議
員
懇
話
会
の
石
田
祝
稔
会
長
は

11
月
26
日
、
参
院
議
員
会
館
で
日
本
行
政

書
士
政
治
連
盟
の
畑
光
会
長
ら
と
会
い
、

行
政
書
士
法
改
正
に
関
す
る
要
望
を
受
け

た
。

　

畑
会
長
は
、
高
齢
者
か
ら
の
多
く
の
相

談
事
例
を
通
し
、
行
政
書
士
が
不
利
益
処

分
を
受
け
た
国
民
に
代
わ
っ
て
行
政
不
服

審
査
の
申
し
立
て
代
理
が
で
き
る
よ
う
、

強
く
改
善
を
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
石
田
会
長
は
「
進
め
ら

れ
る
も
の
は
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

森
林
資
源
の
有
効
活
用

兵
庫
・
宍
粟
市
で
党
農
水
部
会

　

公
明
党
の
農
林
水
産
部
会
（
石
田
祝
稔

部
会
長
＝
衆
院
議
員
）
は
10
月
25
日
、
兵

庫
県
宍
粟
市
の
「
森
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
構
想
」
の
取
り
組
み
を
視
察
。
石
田
部

会
長
、
赤
松
正
雄
兵
庫
県
本
部
代
表
、
西

博
義
同
部
会
顧
問
（
い
ず
れ
も
衆
院
議

員
）、谷
合
正
明
同
副
部
会
長（
参
院
議
員
）

ら
が
参
加
し
た
。

　

同
構
想
は
、
森
林
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
持
続
可
能
な
地
域
発
展
と
循
環
型

社
会
を
め
ざ
す
も
の
。
石
田
部
会
長
ら
は
、

地
域
の
森
林
所
有
者
が
共
同
経
営
す
る
東

河
内
株
山
共
有
林
を
訪
れ
、
関
係
者
ら
と

意
見
交
換
。
共
同
経
営
者
の
一
人
は
「
共

同
作
業
で
間
伐
な
ど
を
低
コ
ス
ト
化
で
き
、

収
入
確
保
に
つ
な
げ
て
い
る
」
と
語
っ
て

い
た
。
こ
の
後
一
行
は
、
県
産
木
材
供
給

セ
ン
タ
ー
で
素
材
生
産
か
ら
製
品
販
売
ま

で
の
一
貫
し
た
流
通
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し

た
。

厚生年金病院の存続について意見交換する
（右から）石田衆院議員、池脇県議、中野市議

兵庫県木材供給センターで説明を受ける党農林水産部会のメンバーら

全
国
各
地
の
現
場
を
視
察

９
月
20
日　

香
美
市
に
て
シ
カ
の
食
害
で
樹

皮
の
は
が
さ
れ
た
植
林
地
を
視
察
す
る

（
右
か
ら
）
石
田
衆
院
議
員
と
比
与
森
香
美

市
議

10
月
３
日　

四
万
十
市
西
土
佐
に
て
「
口
屋

内
沈
下
橋
」
の
路
面
陥
没
現
場
を
、
船
の
上

か
ら
視
察
す
る
石
田
衆
院
議
員

10
月
４
日　

四
万
十
市
に
て
四
万
十
川
河
口

の
消
滅
し
た
砂
州
の
復
元
工
事
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
石
田
衆
院
議
員

（
手
前
右
）、
勝
瀬
市
議
（
奥
左
）、
安
岡
市

議
（
奥
右
）

11
月
16
日　

鹿
児
島
県
奄
美
地
方
に
お
け
る

大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
調
査

10
月
30
日　

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
Ｊ
Ａ
魚
沼

み
な
み
の
低
温
倉
庫
を
視
察
す
る
漆
原
（
左

か
ら
2
人
目
）、石
田（
右
隣
）の
両
衆
院
議
員
ら
。

米
価
下
落
や
品
質
低
下
な
ど
の
現
状
を
農
業

者
か
ら
聞
く
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石田 祝稔
プロフィール

生年月日
家族構成

昭和 26年 9月1日
妻と一男二女

いしだ のりとし

東京事務所　※事務所が移転致しました。
〒100-8982　東京都千代田区永田町 2-1-2
　　　　　　衆議院第 2議員会館 1024 号
TEL 03-3508-7472  FAX 03-3508-3352

昭和２６年　高知県高知市生まれ
　　　　　 高知市立旭小学校、西部中学校卒業
昭和４５年　高知県立高知追手前高等学校卒業
昭和５３年　創価大学大学院修士課程修了
昭和５４年　東京都職員となり福祉の現場で働く
平成  ２年　衆議院議員　初当選
平成５年、１５年、１７年、２１年
衆議院議員当選　現在５期
＜国会・政府役職＞　
経済産業委員長、大蔵政務次官、
厚生労働副大臣、
農林水産副大臣を歴任
＜所属委員会＞　　　
農林水産委員会理事　
災害対策特別委員会理事
＜公明党役職＞　　　
中央幹事　四国方面議長
政務調査会副会長　農林水産部会長

統一選の勝利誓う
香川、愛媛、徳島、高知で

県本部大会 高　　知
県 議 会

【高知市＝定数 15】
池脇　純一　　　61歳　現５
黒岩　正好　　　58歳　現３
西森　まさかず　48歳　現２

一 般 市 議 会

【高知市＝定数 34】
中野　城久　　　56歳　現３
山根　たかひろ　53歳　現２
高木　妙　　　　53歳　現２
寺内　のりよし　51歳　現１
高橋　まさし　　43歳　現１
西森　美和　　　42歳　現１

　　
【室戸市＝定数 14】

堺　きくみ　　　65歳　現３
　　

【宿毛市＝定数 16】
野々下まさふみ　54歳　現１

香　　川
県 議 会

【高松市・直島町＝定数 15】
つづき　信行　　45歳　現２
ひろせ　良隆　　57歳　現１

一 般 市 議 会

【高松市＝定数 40】
山田　いさお　　60歳　現２
竹内　としひこ　57歳　現２
大山　たか子　　51歳　現２
中村　伸一　　　47歳　現１
はるた　敬司　　44歳　現１
田井　くるみ　　44歳　新人

　　
【坂出市＝定数 22】

松成　国宏　　　59歳　現６
わかすぎ　輝久　54歳　現４

【さぬき市＝定数 22】
えむら　信介　　47歳　現２
山下　きよみ　　65歳　新人

　　
【善通寺市＝定数 18】

大西　ふじ子　　62歳　新人

町 議 会

【三木町＝定数 16】
ハラダ　照治　　69歳　現６

　　
【宇多津町＝定数 10】

あおき　義勝　　66歳　現３

愛　　媛
県 議 会

【松山市・久万高原町＝定数 16】
ささおか　博之　55歳　現２
木村　ほまれ　　47歳　現１
中　まさかつ　　57歳　新人

一 般 市 議 会

【新居浜市＝定数 26】
佐々木ふみよし　59歳　現３
さなぎ　増次郎　55歳　現３
ふじわらまさひこ　51歳　現２
たかつかひろよし　57歳　新人

徳　　島
県 議 会

【徳島市・佐那河内村＝定数 11】
長尾　哲見　　　60歳　現５
大西　あきひで　53歳　現４

一 般 市 議 会

【徳島市＝定数 34】
吉本　やえ　　　60歳　現３
小林　かずお　　59歳　現２
岸本　かずよ　　56歳　現２
かじわら　一哉　48歳　現１
土井　昭一　　　44歳　現１

　　
【小松島市＝定数 17】

大木　すすむ　　63歳　現３

町 議 会

【牟岐町＝定数 8】
一山　みのる　　64歳　現５

　　
【北島町＝定数 14】

中野　しんご　　58歳　現３

※年齢は平成 23 年投票日現在。

▲10月11日
統一選勝利へ
勝ちどきをあげた
香川県本部大会

10月16日

▲

愛媛県本部大会
では、全議員が
団結して戦うこと
を誓い合った

▲10月24日
勢いよくスタート
を切った
徳島県本部大会

10月31日

▲

統一選勝利への
活動を確認した
高知県本部大会

2011統一地方選挙
公明党予定候補一覧

投
票
日 

日
程

県議会議員選挙 市議会議員選挙 町議会議員選挙
告示日 ４月１日㈮

投票日 ４月10日㈰

告示日 ４月17日㈰

投票日 ４月24日㈰

告示日 ４月19日㈫

投票日 ４月24日㈰

香川

愛媛

徳島

高知


